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福岡県を風力発電産業の一大拠点へ!
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（出典）第1回 再生可能エネルギー発電設備の適正な導入及び管理のあり方に関する検討会（2022年4月）

国の目標

再生可能エネルギーの導入状況
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（出典）経済産業省「グリーン成⾧戦略（概要）（2021年6月策定）」

• グリーン成⾧戦略を策定し、2050年に向けて成⾧が期待される14の重点分野を選定。
• 四方を海に囲まれた日本における再生可能エネルギー拡大の切り札として、洋上風力に注力。

2040年、3,000～4,500万kWの案件形成を目指す。

国の目標

再生可能エネルギーの導入状況
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４
（R3年度実績の内訳）
①太陽光241万kW（81％）②バイオマス51万kW（17％）③風力4万kW（1％）④中小水力3万kW（1％）

県の状況

再生可能エネルギーの導入状況
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洋上風力発電導入の意義

再生可能エネルギーの導入状況
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（出典）資源エネルギー庁公表資料「洋上風力発電政策の現状について（2022年6月）」



(響灘沖における取組)

【港湾区域】
響灘の港湾区域における
洋上風力発電事業
(北九州市による取組)

【一般海域】
北九州市、芦屋町及び岡垣町沖
における洋上風力発電促進の取組

（県による取組）

• 港湾区域については、2016年7月に改正港湾法が施行。占用公募制度の創設により、
⾧期間の占用が可能に。

• 一般海域については、⾧期にわたり洋上風力発電事業を可能とするため、「海洋再生可能
エネルギー発電設備の整備に係る海域の利用の促進に関する法律(再エネ海域利用法)」が、
2019年4月に施行。

• 国が発電事業を実施可能な促進区域を指定し、公募により事業者を選定することや、
先行利用者(漁業や海運等)との調整の枠組み(協議会)などを整備。

洋上風力発電の法制度（再エネ海域利用法）

再生可能エネルギーの導入状況
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（出典）「国土交通省」HP



• 一般海域における洋上風力発電について、国は、「再エネ海域利用法」に基づく「促進区域」
の指定に当たり、都道府県から候補地に関する情報収集を行うこととしている。

• 福岡県では、響灘沖一般海域について、国に情報提供を実施。
• 令和３年９月に引き続き、本年９月「一定の準備段階に進んでいる区域」に整理された。

再生可能エネルギーの導入状況
県の取組状況
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再エネ海域利用法における運転開始までの流れ

再生可能エネルギーの導入状況

8



再生可能エネルギーの導入状況
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再エネ海域利用法における全国の選定状況



• 欧州を中心に全世界で洋上風力発電の導入が拡大。近年では、中国・台湾・韓国を中心に
アジア市場の急成⾧が見込まれる。

• 現状、洋上風力産業の多くは国外に立地しているが、日本にも潜在力のあるサプライヤーは
存在。洋上風力発電設備は、部品数が多く（数万点）、また、事業規模は数千億円にいたる
場合もあり、関連産業への波及効果が大きい。地域活性化にも寄与。

風力発電産業の振興に関する取組

（出典）IEA Offshore Wind Outlook 2019
(持続可能な開発シナリオ)

世界の洋上風力発電タービンメーカーシェア（2019）
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「Wind turbine sizes keep growing as industry consolidation continues」より福岡県作成

世界市場の動向
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（出典）「第１回洋上風力の産業競争力強化に向けた官民協議会」資料3

風力発電産業の振興に関する取組

洋上風力産業の全体像とコスト構造

11



• 全国で４港、西日本唯一の基地港湾が立地。
• 風力発電関連産業の総合拠点形成の核として、

関連企業の集積が期待。

• これまでの産業政策により、自動車産業をはじめ、
半導体・ロボット等のモノづくり企業が集積。

• 新たな成⾧産業として県内企業の参入、ビジネス
拡大が期待。

（出典）「北九州港」HP

①北九州港の立地

②モノづくり企業の集積

風力発電産業の振興に関する取組

風力産業における福岡県のポテンシャル

• 九州大学応用力学研究所が中心となり、
「九州大学洋上風力研究教育センター」が今年４月に設立。
知の拠点として、洋上風力発電の研究をリード。

③九州大学の立地

（出典）「九州大学洋上風力研究教育センター」HP
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北九州港（響灘東地区）

九州大学洋上風力研究教育センター

自動車産業、半導体部品のイメージ写真



■目 的:福岡県への風力発電産業の集積および県内企業の参入促進による地域経済の振興
■設立日:令和3年11月26日
■会 ⾧:九州電力 貫 正義 相談役

副会⾧:九州大学 福田 晋 副学⾧
副会⾧:九州工業大学 中藤 良久 副学⾧

■事 業:風力発電関連企業の本県への進出並びに参入促進を
図るため必要な事業を行う。

■会員募集について:会費無料（R4.10末:139企業・団体）

• 昨年11月、産学官で構成する「福岡県風力発電産業振興会議」を設立し、地元企業の
参入促進に向けた取組を推進。

ご入会は、検索もしくはQRコードよりお願いします。

福岡県風力発電産業振興会議 検索

風力発電産業の振興に関する取組

福岡県風力発電産業振興会議の設立
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風力発電産業の振興に関する取組

• 風力発電の最新動向や技術情報等を提供する
セミナーを開催し、県内企業の参入を促進。

• 会員の興味関心が高い分野については勉強会を
開催し、より専門的な情報を提供。

①セミナー・勉強会の開催

• 国内最大の風力発電の展示会に出展。
県内企業のビジネスマッチングや販路拡大を支援する
とともに、本県の取組、ポテンシャルをPRし、
関連企業の集積に繋げる。

③大規模展示会への出展支援

• 風力発電分野への参入を検討・希望する県内企業に対して
個別アドバイスを実施し、参入を支援。

②専門家派遣
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大規模展示会出展のイメージ

セミナー開催のイメージ

福岡県風力発電産業振興会議の取組
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風力発電産業の振興に関する取組

①セミナー・勉強会の開催

〇セミナーの開催
• 風力発電の最新動向や技術情報等を提供する

セミナーを開催し、その優位性や課題につい
ての理解促進を図る。

セミナー開催のイメージ

〇勉強会の開催
• 会員の興味関心が高い分野については勉強会を

開催し、より専門的な内容を情報提供すること
で、風力発電への理解促進、事業参入に向けた
機運醸成を図る。

勉強会開催のイメージ
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風力発電産業の振興に関する取組

②専門家派遣

派遣事業の概要
■派 遣 対 象:県内に活動拠点を有する会員

ただし、同一案件への派遣は、年度内２回まで
■専門家選定:①申請内容ごとに事務局が適任者を選定

②申請者からの特定の専門家の派遣希望（※）
（※）派遣適任者であることの説明が必要

■申 込 方 法:本会議ＨＰに掲載している派遣申込書に必要事項
を記入の上、メールまたはFAXにて提出

■事業開始日:令和4年11月25日（金）

• 風力発電に関連する知識の習得を図るため、風力発電に関する知見を有する専門家を
無償で派遣。



出展支援の概要
■日 時:令和5年3月15日（水）～17日（金）
■会 場:東京ビッグサイト（東京都江東区有明3-11-1）
■支 援 内 容:出展料、基本装飾料、検索サイト掲載料を全額支援
■ブース面積:9.0ｍ×2.7ｍを出展者で共用
■出 展 者 数:3者程度
■応 募 要 件:以下の要件を満たす会員

・福岡県内に活動拠点を有していること
・展示会場において説明員を配置し、来場者に常時対応できる体制がとれること
・実物・模型及び説明パネルなど、分かりやすい展示物を準備できること

■応 募 方 法:本会議ＨＰに掲載している出展申込書に必要事項を記入の上、メールまたはFAX
にて提出（事務局にて出展者を決定し、後日通知します。）

■募 集 期 間:令和4年11月25日（金）～12月9日（金）
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風力発電産業の振興に関する取組

③大規模展示会への出展支援

• 県内企業のポテンシャルＰＲ及び風力発電関連企業との商談機会の提供を目的として、
スマートエネルギーＷｅｅｋ【春】のＷＩＮＤ ＥＸＰＯ（風力発電展）にブース
を設置し、会員の皆様の出展を支援

大規模展示会出展のイメージ



メンテナンス作業風景トレーニング風景（ロープワーク）

風力発電産業の振興に関する取組

風車メンテナンス人材の育成

• 県内高等専門学校の学生を対象に、風車実機を用いたメンテナンス実習の他、
風車メンテナンスの基礎を学ぶ座学を実施。

①インターンシップ（8月22日（月）～8月26日（金））

• 求職者を対象に、風車メンテナンスに必要な資格の取得のための講座・実習などの
公共職業訓練を実施。

②職業訓練（9月1日（木）～2月28日（火））
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まとめ

洋上風力発電の導入促進 風力発電産業の振興

温暖化への対応をチャンスと捉え、
風力発電産業のフロントランナーへ!
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風力発電分野への県内企業の
参入促進を進め、

福岡県を風力発電産業の一大拠点へ!

風力発電分野への県内企業の
参入促進を進め、

福岡県を風力発電産業の一大拠点へ!


